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各      位 
 

会 社 名  住友軽金属工業株式会社 
代表者名  社 長  桝田 和彦 
（コード番号 5738 東証･大証第１部） 
問合せ先  経理部長 川島 輝夫       
（TEL． ０３－３４３６－９７７１） 

 

業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年２月９日に公表した業績予想及び配当予想を下記のとおり
修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１.業績予想の修正 

(1)平成 21 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 
前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

百万円 

280,000 
百万円 

2,500 
  百万円 

△4,000 
百万円 

△5,500 
円 銭 

△14.98 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 278,000 △7,700 △14,300 △18,100 △49.30 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △2,000 △10,200 △10,300 △12,600 ―  

増 減 率            （％） △0.7 ―  ―  ―  ―  

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年 3 月期） 327,591 18,041 13,293 5,394 14.69 

 

(2)平成 21 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 
前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

百万円 

210,000 
百万円 

0 
百万円 

△2,500 
百万円 

△4,000 
円 銭 

△10.89 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 209,000 △10,200 △12,800 △17,600 △47.94 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,000 △10,200 △10,300 △13,600 ―  

増 減 率            （％） △0.5 ―  ―  ―  ―  

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年 3 月期） 242,293 10,439 7,164 1,607 4.37 

 

(3)修正の理由 

   アルミ地金・銅地金の市況価格が大幅に下落したことによる棚卸資産の低価法による評価損が発生
すること、及び繰延税金資産を取崩したことによる税金費用の増加等により、連結・個別ともに業績
予想を修正いたします。 

 

 

 



２．配当予想の修正 

 (1)修正の内容 

 1 株当たり配当金（円） 

基     準     日 第２四半期末 期末 年間 

前 回 予 想 
(平成 21 年 2月 9 日発表) 

  未 定 未 定 

今 回 修 正 予 想    ０円００銭 ０円００銭 

当 期 実 績  ０円００銭   

前期(平成 20 年 3 月期)実績  ０円００銭 ３円００銭 ３円００銭 

 

 (2)修正の理由 
    当社は、配当を実施することは株主各位に対する最も重要な責務であると考えておりますが、 
  前項の通り、当期の業績予想は連結･個別共に大幅な当期純損失の見通しであることから、誠に遺

憾ながら、配当の実施は見送らせていただきたいと存じます。 
 
  
３．損益改善策について  
   当社グループでは、大幅な業況悪化への対策として、平成 21 年１月より下記のコスト削減施策

等を実施しております。 
 
・臨時休業の実施(2 日/月)及び残業の抑制 
・派遣社員を中心とした人員削減 
・役員報酬の減額 
・補修費の抑制 
・諸経費の削減 
・設備投資の抑制 

   
   また、４月以降は、上記施策の継続に加えて、役員報酬の追加減額、管理職給与減額、管理職

及び一般者の賞与削減等、人件費削減を追加で実施しております。 
   こうした施策の効果に加えて、棚卸資産の低価法による評価損が減少することにより、次期（平

成 22 年 3 月期）の業績は大幅に改善する見込みです。 
  具体的な予想値については現在算定中であり、5月 14 日の決算発表時に公表する予定です。 
 
 
 

 

 (注)本資料の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際
の業績は今後様々な要因により予想と大きく異なる場合があります。 

 
 

以  上 


